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肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
き
年
、
平
成
29
年
の
年
頭
に

際
し
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
11
月
、
米

国
の
大
統
領
選
挙
で
、
米
国
（
自
国
）
第

一
主
義
を
掲
げ
て
過
激
な
発
言
を
繰
り
返

す
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
大
方
の
予
想
を
覆
し

て
劇
的
な
当
選
を
果
た
し
、
世
界
中
が
驚

き
ま
し
た
。
今
年
は
異
色
の
新
大
統
領
の

政
策
を
世
界
中
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る

１
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

国
内
に
眼
を
転
じ
る
と
、
２
０
１
５
年

の
国
勢
調
査
で
、
１
９
２
０
年
の
調
査
開

始
以
来
初
の
人
口
減
少
が
明
ら
か
に
な

り
、
異
次
元
金
融
緩
和
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

と
あ
ら
ゆ
る
経
済
対
策
を
講
じ
て
も
改
善

し
な
い
デ
フ
レ
と
個
人
消
費
、
国
債
に
依

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
頃
は
新
年
の
た
び
に
、
時
の
流
れ

の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
も
う
平
成
29

年
？
２
０
１
７
年
？
２
０
２
０
年
ま
で
あ

と
も
う
た
っ
た
3
年
し
か
な
い
！

　

２
０
２
０
年
と
言
え
ば
、
言
う
ま
で
も

な
く
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
の
舞
台
と
な
っ

た
年
で
す
。
空
飛
ぶ
自
動
車
も
レ
プ
リ
カ

ン
ト
も
ま
だ
出
て
き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
が
作
ら
れ
た

１
９
８
０
年
代
か
ら
見
れ
ば
、
小
さ
な
ガ

ラ
ス
板
に
向
か
っ
て
聞
け
ば
何
で
も
答
え

て
く
れ
、
無
人
カ
メ
ラ
が
空
を
縦
横
無
尽

に
飛
ん
で
い
る
現
代
は
充
分
に
未
来
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

閑
話
休
題
、
私
が
子
供
の
頃
か
ら
、
政

府
は
ガ
ン
征
圧
を
努
力
目
標
に
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
未
だ
に

死
亡
者
数
の
第
１
位
は
悪
性
新
生
物
で
す
。

存
す
る
財
政
、
頻
発
す
る
地
震
、
気
候
の

変
動
や
大
規
模
災
害
、
近
い
将
来
お
こ
る

で
あ
ろ
う
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
と
そ
れ
に

よ
る
津
波
や
原
発
災
害
な
ど
、
多
く
の
深

刻
な
心
配
事
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
今
年
も
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
健
康
が
大

事
で
す
。
皆
様
や
皆
様
の
ご
家
族
が
健
康

で
、
充
実
し
た
１
年
を
お
過
ご
し
に
な
ら

れ
ま
す
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
は
病
気
の

芽
を
少
し
で
も
早
く
摘
み
取
る
た
め
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
ま
ず
大
事
で
す
。
年

に
１
回
の
検
診
を
必
ず
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
そ
し
て
気
に
な
る
異
常
が

あ
っ
た
ら
、
決
し
て
放
置
せ
ず
、
宇
佐
高

田
医
師
会
病
院
や
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

職
員
一
同
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

求
め
て
日
々
研
鑽
を
心
掛
け
、
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
頼
り
に
な
る
医
師
会
病
院
、

頼
り
に
な
る
検
診
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
ご
利
用
と

建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
佳
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
も
近
年
は
、
ガ
ン
予
防
の
観
点
か

ら
新
し
い
知
見
が
続
々
と
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
は
、
副
作
用

が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
子
宮
頸
ガ
ン
予
防
に
対
し
て
は
究
極

の
方
法
で
す
。
大
腸
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
大
腸
ガ
ン
は
ポ
リ
ー
プ
か
ら

発
生
す
る
た
め
、
ポ
リ
ー
プ
の
段
階
で
切

除
す
れ
ば
、
ガ
ン
に
な
る
確
率
は
低
く
な

る
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
３
年
に
１
回
程

度
の
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
ガ
ン
予
防
に
極

め
て
効
果
的
で
す
。
胃
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
の
除
菌
は
胃
ガ

ン
発
生
予
防
に
有
用
と
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
こ
の
3
つ
の
ガ
ン
に
対

し
て
は
、
予
防
す
る
手
段
を
持
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ベ
ッ
キ
ー
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動

に
始
ま
り
、
熊
本
の
大
震
災
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
夏
に
は
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
、
そ
し
て
年
末

に
は
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
誕
生
と
激
動
の

1
年
で
し
た
。
今
年
は
昨
年
以
上
に
大
変

動
の
１
年
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
そ

ら
く
来
年
の
今
頃
は
、「
去
年
は
す
ご
い
年

だ
っ
た
ね
ー
、
え
っ
も
う
２
０
１
８
年
？

と
い
う
こ
と
は
あ
と
２
年
で
…
」
と
言
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
幸
福
な
1
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

宇佐高田医師会病院
理事長

西村　正幸

宇佐高田医師会病院
院　長

柏木　孝仁

  

理
事
長
ご
挨
拶

  

院
長
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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第
34
回
大
分
県
病
院
学
会
に
参
加
し
て

　

昨
年
11
月
13
日
に
開

催
さ
れ
た
第
34
回
大
分

県
病
院
学
会
で
、
テ
ー

マ
「
心
不
全
患
者
の
退

院
支
援
に
向
け
た
取
り

組
み
」
と
題
し
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
表

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

当
院
に
お
け
る
慢
性

心
不
全
の
患
者
さ
ん
が
入
退
院
を
繰
り
返

す
理
由
を
探
り
、
退
院
に
向
け
て
ど
の
様

な
援
助
や
支
援
が
必
要
な
の
か
？
を
見
出

す
第
一
歩
と
し
て
取
り
組
ん
だ
研
究
で
し

た
。
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
の
入
院
前
の

生
活
状
況
を
具
体
的
に
聴
取
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
こ
と

に
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
は
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
退
院
指

導
や
支
援
に
活
用
で
き
る
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
回
の
研
究

を
通
し
、
当
院
全
体
で
も
退
院
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
院
外
発
表
は
私
に
と
っ
て
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
ご

協
力
頂
き
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

病
棟
看
護
師　

都
甲　

優

　自分が感染しないため、患者さん
に感染させないために感染防止対策
を実施しましょう！
　また、自分が発熱や嘔吐・下痢の
症状がある場合には、出勤する前に上司に相談す
ることを推奨します。ウイルスを病院に持ち込ま
ないために、勤務調整が必要になります。自己判
断で無理に出勤すると、患者さんや職員に感染が
広がっていく危険性があり、大きなアウトブレイ
ク（感染多発）につながる可能性があるので注意
が必要です。
　それから、インフルエンザやノロウイルス、ロ
タウイルスの検査を実施して結果が陰性でも、発
熱や嘔吐・下痢の症状があれば、それらが確定し
た場合と同じように予防策を実施します。検査結
果に左右されず、症状があれば飛沫感染対策、接
触感染対策を徹底しましょう！

感染管理室　感染管理認定看護師　是永香織

〈対策のポイント〉
１．手指衛生の徹底！
※嘔吐・下痢症状のある方に
触れた場合には、流水とハンドソープによる
手洗いが必須です！感染性胃腸炎の原因ウイ
ルスには、アルコールでは十分な効果が得ら
れません。

２．咳エチケットの実施
①咳が出る時には、サージカルマスクを着用
する！
②サージカルマスクは鼻から顎までしっかり
と覆う
③咳やくしゃみが出る時には、鼻と口を覆う !

３．人混みを避ける！

４．カキなどの貝類の生食を避ける

５．嘔吐や下痢で床などを汚染した
場合、適切に個人防護具を着用
し処理する。
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シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

　

内
視
鏡
を
使
っ
た
ポ
リ
ー
プ
を
切
除

す
る
方
法
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
ス
ネ
ア
と
呼
ば
れ
る
金

属
の
輪
を
ポ
リ
ー
プ
に
か
け

て
、
高
周
波
電
流
を
流
し
て

切
り
取
る
方
法
で
粘
膜
切
除

術
（endoscopic m

ucosal 
resection:EM

R

）
と
呼
ば
れ

ま
す
。
も
う
一
つ
は
様
々
な
種

類
の
電
気
メ
ス
を
使
っ
て
粘
膜

下
層
を
切
り
剥
が
し
て
ゆ
く

方
法
で
、
粘
膜
下
層
剥
離
術

（endoscopic subm
ucosal 

dissection:

以
下
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
略

し
ま
す
。）
と
呼
ば
れ
る
方
法

で
す
。

　

今
回
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

医
学
の
進
歩
に
伴
い
、
早
期
に
胃
癌
・

大
腸
癌
が
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
胃
癌
・
大
腸
癌
の
治
療
方
法
は

「
手
術
」「
放
射
線
治
療
」「
化
学
療
法
」「
内

視
鏡
治
療
」
と
様
々
な
治
療
方
法
が
あ
り

ま
す
。
当
院
で
は
早
期
胃
癌
・
大
腸
癌
に

対
し
て
は
、
粘
膜
内
に
留
ま
る
腫
瘍
に
対

し
て
、
内
視
鏡
を
使
っ
て
お
腹
を
切
ら
な

い
治
療
法
を
勧
め
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

外
科
的
手
術
に
比
べ
、
お
腹
に
傷
が
つ
か

ず
、
入
院
日
数
も
短
期
間
で
か
つ
体
へ
の

侵
襲
も
低
侵
襲
で

あ
る
の
が
、
高
齢

者
の
多
い
宇
佐
地

域
の
患
者
さ
ん
に

は
最
大
の
利
点
で

す
!!

　

ど
の
よ
う
な
癌

が
内
視
鏡
治
療
の
対
象
に
な
る
の
か
は
図

１
の
粘
膜
内
～
粘
膜
下
層
浅
層
ま
で
の
早

期
胃
癌
・
大
腸
癌
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

胃
癌
：
胃
癌
で
は
、
リ
ン
パ
節
転
移
の

可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
、
２
㎝
以

下
の
粘
膜
内
癌
で
潰
瘍
が
な
い
分
化
型
癌

な
ど
が
良
い
適
応
で
す
。
大
き
さ
に
つ
い

て
は
、
厳
密
に
は
２
㎝
以
下
で
分
化
型
で

あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
分
化
型
癌
で

潰
瘍
が
併
発
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
れ

ば
、
よ
り
大
き
な
も
の
で
も
適
応
拡
大
病

変
と
し
て
切
除
可
能
で
す
。
そ
の
他
に
潰

瘍
が
あ
る
も
の
で
は
３
㎝
以
下
、
組
織
が

未
分
化
型
で
あ
れ
ば
２
㎝
以
下
で
潰
瘍
が

無
い
こ
と
が
適
応
拡
大
病
変
と
し
て
切
除

可
能
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

内視鏡を使ったお腹を切らない
低侵襲の胃癌・大腸癌の治療方法
（ESDについて）

消化器内科医師

木下　慶亮図１：ESDについて
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シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

偶
発
症
：
代
表
的
な
偶
発
症
と
し
て

は
、
出
血
と
穿
孔
が
あ
り
ま
す
。
報
告
や

定
義
の
違
い
に
よ
り
そ
の
頻
度
に
多
少
差

は
あ
り
ま
す
が
、
後
出
血
は
1・７
～
８
・

３
％
程
度
、
穿
孔
は
１・
２
～
４
％
程
度

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
頻
度

は
低
い
で
す
が
留
意
す
べ
き
偶
発
症
と
し

て
、
術
後
狭
窄
、
誤
嚥
性
肺
炎
、
空
気
塞

栓
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
偶
発
症
の
危
険

性
に
つ
い
て
は
、
当
院
で
は
常
に
術
前
に

大
腸
癌
：
腺
腫
、
粘
膜
内
癌
、
Ｓ
Ｍ

軽
度
浸
潤
病
変
（
１
０
０
０
μ
ｍ
）
が
内

視
鏡
治
療
の
良
い
適
応
で
す
。
最
大
径
２

㎝
以
上
の
病
変
に
対
す
る
内
視
鏡
的
一
括

切
除
法
は
分
割
Ｅ
Ｍ
Ｒ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
あ
り

ま
す
。
分
割
Ｅ
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Ｅ
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図2：大腸ESD

図3：ESD手順と症例写真（胃前庭部）
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日
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ま
す
。

最
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色
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と
述
べ
て
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ま
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定
期
的
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査
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大
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ま
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胃
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メ
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す
る
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と
を
お
す
す
め
し

ま
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Gastroenterological　

Endoscopy 
Vol.56(2), Feb. 2014

1．癌の周辺に切り取る目安となる
印を付ける

2．生理食塩水を注入し、切り取る
粘膜部分を浮き上がらせる

3．ITナイフ（内視鏡メス）を使って
切れ目を入れる

6．止血処理を行う 5．切除した癌を患者の口から取り出
す。取り出した部分は病理検査で
転移の可能性がないか調べる。

4．癌病巣をはぎ取る

早期癌の治療に効果を上げるESD
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行事食紹介 栄 養 課

　お正月に病院給食で提供しました。元日と二日にお正月のメニューを
実施しています。患者さまにお正月の華やかな雰囲気を感じていただき
たいという思いを込めて、見た目にもこだわりました。

　昨年11月８日（火）・９日（水）午前９時～ 12時、当院１階ロビーにおいて栄養相談会を
行いました。大分県栄養士会の管理栄養士ボランティア５名と当院栄養士３名の計８名で
相談にあたりました。
　相談件数は２日間で15名と多くはありませんでしたが、展示物に興味を持たれる方は多
いように思いました。相談内容は、高血圧・脂質異常症・糖尿病などの生活習慣病が多かっ
たです。しかし、今年は食事の準備が自分でできない・買い物に行けないなどの理由で食
事がおろそかになり、色々な病気につながっている方が多いと感じました。
　これからも、この相談会を続けていきたいと思います。　　　　　栄養課　松本　菊乃

黒豆、伊達巻、かずのこ、
かまぼこ、お雑煮など
を提供しています。

お弁当箱にお煮しめ、田作り、
なますなど、おせち料理を詰
め、新年を祝うカードを添え
ました。

手作りの菊花かぶがかわい
らしく、華やかです。

内視鏡室新装オープン

9月

医療安全研修会

9月

宇佐高田医師会病院ICLSコース 
第1回開催

1月

雪かき

1月

熊本地震被災地へDMAT隊5名（4/16-17）と災害派遣ナース（5/5-6/4）派遣

4月

看護の日コンサート

5月

防火訓練

2月

一日看護体験

5月

クリスマスパーティ
ー

12月

佐

職員旅行（福岡）

11月

地域新人看護職研修（5/6-6/10）

5月

慰霊祭

8月

5月
看護就職ガイダンス参加

4月

リレー・フォー・ライフ・ジャパン大分2016参加

10月

新入職員辞令交付

4月

8月

供養盆踊り

西村正幸 新理事長就任

6月

病院教育委員会研修会

7月
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

石田　健朗　　　消化器科一般

木下　慶亮　　　消化器科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

庄野　正規　　　消化器外科　外科一般

蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般

坂井　　寛　　　消化器外科　外科一般

望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科

井上　聡一（非常勤）呼吸器科一般

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

しょう の まさ き

さか ひろし

くら た

い

あきのぶ

もち づき あつし

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

平成29年１月31日現在

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

いし だ

きの した けい すけ

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

たしょう

ろうとし

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

呼 吸 器

循 環 器

外 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

石　田

―

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

―

坂　井

中　島

望　月

近　藤

（心カテ検査）

（乳腺検査）

―

―

齋　藤

陣林（ペースメーカー）

蔵　田

木　下

井上（第２）

―

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

望　月

―

―

―

―

陣　林

庄　野

石　田

―

―

―

―

―

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、多くの災害があり、熊本地震の被災者の方の中には、未だに元の
生活に戻れていない方が多くいらっしゃるそうです。今年は災害のない、穏や
かな一年となり、一日も早く復興されるように祈っています。
　表紙の写真は響山公園の初日の出です。元日の朝早くに行ってみると、毎
年、新年は響山に初日の出を見に訪れているという方が数人いらっしゃってい
て、日の出を待っていました。私も神社にお参りし、一緒に日の出を待ちまし
た。シンと冷たい静かな空気のなか、山際から神々しい光が現れたときは、一
年の始まりに初日の出を見ることができ、とても有難い気持ちになりました。
　本年も新たな気持ちで、地域の皆様へより良い情報を発信していきたいと
思います。どうぞよろしくお願い致します。

編集後記

そういの うえ いち

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●ご案内図2017年１月31日発行ぬくもり　No.46

〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●(財）日本医療機能評価機構認定

（機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●日本がん治療認定医機構認定研修施設
●日本呼吸器内視鏡学会専門医制度関連認定施設
●日本消化器病学会専門医研修関連施設
●NST稼働施設認定病院

呼吸器内科　老年科

呼吸器科一般
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